
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　今回のNIE学習では、本当の意味での「新聞を読む」ことに慣れていったことが大きな成果だと考える。以前まではテレビ欄を見ることが多かった生徒たちも、新聞にはさまざまな情報が詰まっていることが理解できたようである。新聞を読んで時事ニュースにふれることが、読解力を高め、自分の意見を持つことになる。これは自分の意見を発表する力の前提になる。今年度は新聞を読んで（内容を理解して）、自分の意見を文章として多くの生徒がまとめていけたと考えている。今回の学習を踏まえ、次年度は自分の意見を他の人に伝える、発表する力を身につけさせていきたい。
	TextField2: 　新聞をまるまる一生懸命読むことは初めての生徒も多く、自分で誰かに伝えたい記事を選ぶのは苦労していた。新聞の段組みと文のつながりを理解できていない生徒もいたが、回を重ねる中で慣れてきた。また、今まで興味がなかったような記事でも、他の人の感想を読むことで、新たな興味をもつようになった。
	TextField2: ①こちらで選んだ新聞記事を全員で読み、キーワードを3つ、記事のまとめ、感想を書き、クラスの中で発表　する。（3時間）
②新聞を2紙配り、その中から自分が気になった記事、みんなに知ってほしい記事を選び、注目してほしいこ　と、記事のまとめ、感想を書く。（3時間）
③全員の作品を掲示し、その中で他の人の作品に対し、感想を書き、自分の意見も書く。（放課後や休み時　　間、家庭学習時間）

（留意点）
　・アンケートより、記事の内容を読む生徒は少なく、また、全く新聞を読んでいない生徒もいることから、　　新聞に親しみ、時事ニュースを読んで自分の意見をまとめることに重点を置くようにした。
　・多くの生徒に自分の意見を知ってもらうため、掲示をし、クラスをこえて意見文を読めるようにした。
　・一方的に発信するだけでなく、同級生の選んだ記事の感想に返事を書くようにした。
	TextField2: 「伝え合う」1時間　「レポートを書こう」9時間　「自分新聞をつくろう」6時間　計16時間
	TextField2: 新聞から得た情報を読み取り、自分の意見を書くことができたか。
	TextField2: 読解力向上を目指し、新聞を読むことで自らの意見をまとめ、文章として表現する力をつけさせる
	TextField2: 伝え合う
	TextField2: 国語科・総合的な学習の時間　　100人
	TextField2: 第１学年
	TextField2: 松本亜紀
	TextField2: 大阪府大阪市立天満中学校
	TextField1: 新聞を読もう！～発表する力をつけるために～



